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１．事業概要 

(1)事業の概況 

① 給水 

供 用 開 始 年 月 日 昭和３３年２月２１日 計 画 給 水 人 口 １０４，４００人 

法適（全部・財務） 

  ・非適の区分 
法全適 

現 在 給 水 人 口 
 ７３，０１９人 

（平成３０年度末現在） 

有 収 水 量 密 度 
２.２４千m3／㏊ 

（平成３０年度実績） 

 

 

② 施設 

水 源 ☐ 表流水 , ☐ ダム , ☐ 地下水 , ☑ 受水 , ☐ その他  （複数選択可）  

施 設 数 

浄水場設置数 無 

管 路 延 長 ４９４千m 

配水池設置数 ８池 

施 設 能 力 ４１，８００ｍ3／日 施 設 利 用 率 ５６．５％ 

 

 

③ 料金 

料金体系の概要・考え方 

現行の水道料金体系は、平成元年に共用栓の基本料金を見直しましたが、これ以外は昭和５８年

２月１日以来改定していません。 

昭和５８年の改定では、受水費の改定や老朽化した配水管への対応のため、昭和５８年２月から

昭和６１年３月までの３年２か月間の財政計画に基づき算出された給水原価の相応分を賄うこと

として改定しています。 

料 金 改 定 年 月 日 

（消費税のみの改定は含まない） 

平成元年４月１日 
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料 金 表 

（税抜） 

メーター口径 
基本料金 

（月額） 
0~10㎥ 11~20㎥ 21~50㎥ 51~100㎥ 101㎥～ 

13㎜ 600円 

35円/㎥ 95円/㎥ 155円/㎥ 180円/㎥ 205円/㎥ 
20㎜ 1,600円 

25㎜ 2,600円 

共用栓 600円 

40㎜ 8,000円 
155円/㎥ 180円/㎥ 205円/㎥ 

50㎜ 14,000円 

75㎜ 29,500円 

205円/㎥ 
100㎜ 50,000円 

150㎜ 110,000円 

200㎜ 177,000円 

臨時栓（~25㎜） 3,500円 
350円/㎥ 

臨時栓（40㎜~） 上記各口径別 
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④ 組織 

組織体制 

       

 

 

 

 

職員数・職種・年齢構成等 

令和元年度 職員配置（勘定別） 

 行政職員 

損益勘定職員 8 

資本勘定職員 4 

合計 12 

 

令和元年度 職員配置（職別）1 

 部長 課長 
課長

補佐 
所長 係長 主査 主事 技師 合計 

開発水道部 (1)         (1) 

水道課  1       1 

  管理係   1    1  2 

  会計係   (1)      (1) 

  給水業務係   1   2  1 4 

  工務係   1     3 4 

  配水管理事務所    1     1 

合計 (1) 1 3 (1) 1  2 1 4 12 (2) 

 

令和元年度 職員配置（年代別）1 

 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 合計 

開発水道部    (1)  (1) 

 水道課    1  1 

  管理係 1   1  2 

  会計係    (1)  (1) 

  給水業務係  1 1 2  4 

  工務係 2 1 1   4 

  配水管理事務所    1  1 

合計 3 2 2 5 (2)  12 (2) 

                                                   
1 （ ）は併任の職員で職員数に含めない。 

配水管理事務所

開発水道部

管理係

（会計係）

給水業務係

工務係

水道課
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(2)これまでの主な経営健全化の取組 

当市は、１．(1)③に記載のとおり、平成元年に現行の料金体系として以降、水道料金の変更は行っていません

が、人口増加等により、安定的な収入を確保してきました。しかし、人口の増加率が鈍化してきており、近年では令和

元年度に承認基本水量を 29,000m3/日から 28,000m3/日に減ずることで、受水費の基本料金を低減していま

す。 

 

 

(3)経営比較分析表等を活用した現状分析 

① 経年比較 

水道事業においては、総務省による経営比較分析表の公表により、毎年度経営指標の経年比較や類似団体2比

較を行っています。平成３０年度決算に基づく経営比較分析表は下記のとおりですが、いずれの指標も毎年度安定的

に推移しており、類似団体平均と比較しても良好です。 

 

 

経営比較分析表（平成３０年度決算） 

 

1. 経営の健全性・効率性 

 

 

                                                   

2 給水形態及び現在給水人口規模により区分された同規模団体。当市は給水形態が「末端給水事業」、現在給水人口

規模が「５万人以上１０万人未満」に区分されています。 
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分析欄 

単年度収支を表す経常収支比率は、管路の更新及び取得に伴う減価償却費及び固定資産除却費の増加により、

前年度と比較して低下しているものの、１００％以上で推移しており、類似団体及び全国平均と比べても遜色ない。これ

は有収水量１㎥当たりに要する経費（給水原価）が低く、また効率的に有収水量が収益（有収率）に反映されている

ことが要因である。 

また、累積欠損金が発生しておらず、短期的な債務に対する支払能力を表す流動比率が、類似団体及び全国平均を

大きく上回っている現状から、経営の健全性は十分保たれていると考えられる。企業債残高の規模を表す企業債残高対

給水収益比率も、管路の更新に力を入れている中、類似団体及び全国平均と比較しても高い水準であり、料金回収率

においても、給水人口の増加に伴う給水収益の増加以上に、減価償却費及び固定資産除却費の増加に伴う経常費用

が増加した結果、前年度と比較して減少しているものの、類似団体同様１００％以上を維持しており、適切に料金収入

の確保が行われていると考えられる。 

施設の利用状況や適正規模を判断する施設利用率は、類似団体・全国平均ともに下回っているため、今後の水需要の

動向を慎重に見極めた上での施設規模の見直しを含めた効率的な運営計画を検討する必要がある。 
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２.老朽化の状況 

 

 

 

 

分析欄 

管路更新率が類似団体・全国平均を大きく上回っており、また、管路の老朽化度合を示す管路経年化率は類似団

体・全国平均を大きく下回っている。これは、老朽管の布設替を計画的に実行するなど、管路の更新に力を入れていること

が要因である。こうした影響から、資産の老朽化度合を示す有形固定資産減価償却率が、類似団体・全国平均を下回

っている。今後も、施設の更新など必要性の高さを見極め、財源の確保や経営に与える影響等を踏まえた分析を行い、計

画的な実施に努めたい。 
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② 他団体比較 

ア 財務の側面からの現状分析 

平成３０年度3の当市の流動比率は 992.9％、事業収益対資金比率は 292.4％、減価償却累計額対資金比

率は 39.8%、固定比率は 82.8%、企業債依存度は 0.3%となっています。これを比較団体4の平均を偏差値 50

として偏差値に換算した場合には、流動比率は 81.4、事業収益対資金比率は 76.3、減価償却累計額対資金比

率は 66.1、固定比率は 62.3、企業債依存度は 66.9 となります。 

短期の支払能力を示す流動比率が比較団体に比べてとても高く、自己資本に対して長期間にわたって固定される

固定資産に投下された資本がどの程度あるかを表す固定比率も比較団体よりも高くなっています。以上から、平成３０

年度時点で財務状態は非常に良好です。 

 

【図表 1-1】 

    

                                                   

3 分析に当たっては、経営比較分析表及び公営企業年鑑から比較団体の指標を把握しており、経営戦略作成時点におけ

る最新の公表情報である平成３０年度時点での比較を行っています。 

4 愛知県名古屋市、愛知県岡崎市、愛知県刈谷市、愛知県豊田市、愛知県安城市、愛知県西尾市、愛知県知立市、

愛知県高浜市を比較団体としています。 
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イ 収益性の側面からの現状分析 

平成３０年度の当市の経常収支比率は 108.4%、料金回収率は 106.9%、給水原価は 141.0円、営業収

益対経常利益率は 9.0%、供給単価は 150.7円となっています。これを比較団体の平均の偏差値を 50 として偏差

値に換算した場合には、経常収支比率は 44.5、料金回収率は 48.4、給水原価は 51.4、営業収益対経常利益

率は 45.3、供給単価は 47.5 となります。これらすべての項目において、比較団体と比べても遜色ないため、収益性も

適切に確保されているとみることができます。 

 

【図表 1-2】 
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ウ 投資の側面からの現状分析 

平成３０年度の当市の有収率は 93.4%、管路経年化率は 4.5%、有形固定資産減価償却率は 44.9%、管

路更新率は 1.2%、施設利用率は 56.5%となっています。これを比較団体の平均の偏差値を 50 として偏差値に換

算した場合には、有収率は 42.3、管路経年化率は 61.4、有形固定資産減価償却率は 47.7、管路更新率は

52.7、施設利用率は 37.4 となります。有収率及び施設利用率が比較団体に比べて、低いという結果がでています。

これらを高めることは投資面での課題といえます。他方で、管路経年化率及び管路更新率は比較団体と同等以上であ

り、適切な投資が行われているとみることができます。 

 

【図表 1-3】    
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２．将来の事業環境 

(1)給水人口の予測 

我が国は少子高齢化による人口減少社会に突入しています。その中で、本市を含む西三河地区は、全国有数の製

造業の盛んな地区であり、その製造業を支える若い労働力が多く流入し、全国的に見ても人口増加率や出生率が高く

なっています。それらを背景に、本市の人口も今後およそ１０年間は緩やかに増加する見込みとなっています。 

そのような近年の増加傾向および人口増加のための本市施策の成果により、本市人口は令和１２年度に 75,000

人に達し、給水人口は 74,952人まで増加すると見込まれています。その後は令和１２年度を頂点として、令和１３

年度以降、給水人口は緩やかに減少していくと見込まれています。 

 

【図表 1-4】 

 

 

  

74,952人  
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(2)水需要の予測 

市人口の増加に比例して、給水人口も増加するものと考えられますが、節水意識の定着や節水機器の普及などか

ら、今後数年の水需要は横ばいになると見込んでいます。 

その後、本市人口の減少とともに一般家庭で多く利用されている 13mm口径の給水戸数が減少していくことが見込

まれています。一部の一般家庭で利用される 20mm口径や工業用の 40mm以上の口径の給水戸数はおおむね横

ばいとなる見込みとなっています。そのため、13mm口径の水需要は逓減することが見込まれ、全体の水需要も緩やか

に減少していくことが見込まれています。 

 

【図表 1-5】 

  
[年度(令和)] 

[ｍ3] （一日平均配水量） 
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(3)料金収入の見通し 

『口径別に給水戸数の増減を見込み、これに平成２８年度から平成３０年度までの平均的な給水戸数１戸当た

りの基本料金を乗じて得た額』と、『口径別に有収水量の増減を見込み、これに平成２８年度から平成３０年度まで

の平均的な有収水量１m3当たりの従量料金を乗じて得た額』とを合算して見通しを作成しました。 

水需要の増減に比例して、水道料金につながる有収水量は増減するものと考えられます。全体の水需要のおよそ

50％を占める 13mm口径の水需要の減少が見込まれることから、料金収入全体としても緩やかに減少する見込みと

なっています。 

 

【図表 1-6】 

 

 

 

 

 

(4)組織の見通し 

水道事業に専属していた経験の長い職員の退職に加えて、水道事業において独立した人事を実施できないことか

ら、技術力のある職員が不足すると考えています。 

 

  

[年度(令和)] 

[円] 
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 (5)投資試算・財政試算の見通し 

「(3)料金収入の見通し」のような利益予測を基礎として、資金面から検討しました。現在保有する資産をすべて法

定耐用年数経過時に更新するための投資を行うこととして、料金収入と利益について今後の推移を試算したところ、図

表 1-7 のように、経営戦略の計画期間5最終年である令和１１年度には黒字を維持できない予測となりました。このと

きの建設改良費と現金残高の推移は図表 1-8 のとおりです。給水収益の予測に基づくと、耐用年数による更新投資

は不可能ですので、効率的かつ効果的な更新投資について検討する必要があります。 

 

【図表 1-7】 料金収入と利益の推移 

（単位：千円） 

 

  

                                                   
5 令和２年度から令和１１年度を計画期間としています。 

-600,000

-400,000

-200,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

料金収益 利益 減価償却費

令和１１年度には 

586千円の赤字見込み 
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【図表 1-8】 建設改良費と現金残高の推移 

（単位：千円） 

 

  

-14,000,000

-12,000,000

-10,000,000

-8,000,000

-6,000,000

-4,000,000

-2,000,000

0

2,000,000

4,000,000

配水管 配水場 固定資産購入費 事務費 現金預金残高
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３．経営の基本方針 

(1)基本理念 

碧南市水道ビジョンの基本理念である『安全・安心を未来につなぐ』を経営理念とし、当市水道事業が抱える課題に

ついて、同ビジョンが掲げる施策に取り組んでいくことで、水道を引続き未来へと継承していきます。 

 

(2)基本方針 

碧南市水道ビジョンに掲げる施策内容に沿って施策を展開します。 

特に、「効率的な施設運用」の施策では、施設の統廃合による高効率化や長寿命化計画による適正な施設更新に

努めます。「運営基盤の強化」の施策では、アセットマネジメント実施による更新需要の平準化や財政状況の把握に努

めます。 

 

碧南市水道ビジョンの３つの施策目標と、これを実現するための施策内容は次のとおりです。 

○持続 ～運営基盤強化と市民サービスの充実～ 

・効率的な施設運用 

・運営基盤の強化 

・市民サービスの向上 

・関係者との連携強化 

・技術の継承 

・市民への情報公開 

・漏水の低減化 

○安全 ～安心して利用できる水道～ 

・水質管理体制の強化 

・貯水槽水道の管理の強化 

○強靭 ～いつでも安定して供給できる水道～ 

・水道施設の再構築 

・災害へのソフト面の対策 
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4．投資・財政計画(収支計画) 

2.(5)の見通しでは、経営戦略の計画期間中の黒字を維持できない予測となりました。収支の均衡を図るために、以

下のとおり投資・財政計画（収支計画）を策定します。 

 

(1)投資・財政計画(収支計画) 

巻末のとおり 

 

(2)投資・財政計画(収支計画)の策定に当たっての説明 

① 収支計画のうち投資についての説明 

目標：現在保有するすべての施設について、法定耐用年数による更新を実施することは不可能と判断しました。この

ため、災害対策も考慮した合理的な更新計画に基づき、適切な維持管理を実施したうえで、法定耐用年

数を上回る実質使用年数による更新を実施することで、経年化した施設率の上限を２５％程度までに抑え

ることとします。また、水需要が減少していくことが見込まれることから、第１配水場の更新を取止める、既設配

水管の口径を必要最小限の口径へ減径したものに更新する等の水道施設のダウンサイジングを実施し、建

設改良費の増大を抑制します。 

 

② 収支計画のうち財源についての説明 

目標：将来的には給水人口の減少に伴い料金収入の減少が見込まれるため、有効な資金運用を行う等により収

益増加に努めます。 

 

③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

概ね過去３年間の平均的な額としています。 

 

これにより、経営戦略の計画期間である１０年間の料金収入と利益の推移の見込みを図表 1-９に示します。ま

た、このときの建設改良費と現金残高の推移の見込みを図表 1-10 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

 

【図表 1-９】 料金収入と利益の推移 

（単位：千円） 

 

 

 

【図表 1-10】 建設改良費と現金残高の推移 

（単位：千円） 
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なお、上記①～③を踏まえた各項目の推計の基礎は次のとおりです。 

 

 項目 推計方法 

収

益

的

収

支 

給水収益 ①口径別調定額(基本料金)＋②口径別調定額(従量料金) 

①＝『給水戸数１戸当たりの基本料金』6 × 各給水戸数7 

②＝『有収水量１m3当たりの従量料金』6 × 各有収水量8 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う基本料金の免除影響額 

その他収益 平成２８年度から平成３０年度の３か年度の平均値 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う基本料金免除に係る一般会計繰入額 

長期前受金戻入 既存資産分：固定資産台帳に基づく額 

新規取得分：４０年定額法により算定された額  

その他費用 平成２８年度から平成３０年度の３か年度の平均値 

減価償却費 既存資産分：固定資産台帳に基づく額 

新規取得分：基本計画における主要な資産の耐用年数に基づく償却額（定額

法） 

資産減耗費 配水管路整備計画及び施設長寿命化計画に基づく額 

支払利息 起債台帳に基づく支払予定額 

資

本

的

収

支 

長期貸付金返還金 長期貸付金台帳に基づく返還予定額 

出資金 起債台帳に基づく返還予定額 

その他収入 平成２８年度から平成３０年度の３か年度の平均値 

建設改良費 工事費：配水管路整備計画及び施設長寿命化計画に基づく額 

その他：平成２８年度から平成３０年度の３か年度の平均値 

企業債償還金 起債台帳に基づく支払予定額 

その他支出 平成２８年度から平成３０年度の３か年度の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
6 平成２８年度から平成３０年度の３か年度の平均値 

7 基本計画に基づき推計した戸数 

8 基本計画に基づき推計した有収水量 
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(3)投資・財政計画(収支計画)に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

① 投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等 

常に水需要の監視に努め、適切な資産規模を検討することで、過剰な投資を予防します。 

業務の包括委託や他事業体との共同発注等の経費縮減策について継続的に検討します。 

 

② 財源についての検討状況等 

必要に応じて漏水調査の実施を検討するなど、限られた配水量を水道料金へ結び付けることに傾注します。 

他事業への貸付等のリスクの少ない現金預金の有効利用方法を検討します。 

国等の補助金の制度を注視し、補助金の確保に努めます。 

 

 

5．経営戦略の事後検証に関する事項 

事業年度終了後は、すみやかに決算数値と見込み数値との乖離の有無及びその度合いを確認することとします。な

お、乖離の度合いが大きい場合は必要に応じ「投資・財政計画」を見直します。 

また、特に重要な検証ポイントは、『収益的収支の純損益』、『現金預金（下水道事業会計への投資を含む）の残

高』及び『水道料金の調定額』の３つとします。 
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